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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 解 質 の 両 側 に 一 対 の 電 極 を 設 け た 電 解 質 ・ 電 極 構 造 体 を 、 横 長 の 長 方 形 セ パ レ ー タ に
よ り 挟 持 す る 単 位 セ ル を 設 け 、 複 数 の 前 記 単 位 セ ル 平 方 向 に 積 層 さ れ る と と も に 、 各
単 位 セ ル の に は 、 積 層 方 向 に 貫 通 し て 冷 却 媒 体 入 口 連 通 孔 及 び 冷 却
媒 体 出 口 連 通 孔 が 形 成 さ れ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 冷 却 媒 体 入 口 連 通 孔 及 び 前 記 冷 却 媒 体 出 口 連 通 孔 は 、 そ れ ぞ れ リ ブ 部 に よ り 長 辺 方
向 に 分 割 さ れ る と と も に 、
　 前 記 リ ブ 部 は 、 前 記 単 位 セ ル の 外 方 側 の 端 部 が 前 記 単 位 セ ル の 内 方 側 の 端 部 よ り も 幅 広
に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　

　

【 請 求 項 ３ 】
　

　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３

が 水
対 向 す る 長 辺 そ れ ぞ れ

請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に お い て 、 前 記 冷 却 媒 体 入 口 連 通 孔 及 び 前 記 冷 却 媒 体
出 口 連 通 孔 は 、 そ れ ぞ れ 長 辺 方 向 に 複 数 個 ず つ 設 け ら れ る と と も に 、

各 冷 却 媒 体 入 口 連 通 孔 間 及 び 各 冷 却 媒 体 出 口 連 通 孔 間 に 前 記 リ ブ 部 が 設 け ら れ る こ と を
特 徴 と す る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。

請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に お い て 、 前 記 セ パ レ ー タ は 、 金 属 セ パ レ ー タ
で 構 成 さ れ る と と も に 、

前 記 金 属 セ パ レ ー タ に 成 形 さ れ る シ ー ル 部 材 の 成 形 用 ゲ ー ト が 、 前 記 リ ブ 部 に 対 応 し て
設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。

請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に お い て 、 前 記 冷 却 媒 体 入 口 連
通 孔 及 び 前 記 冷 却 媒 体 出 口 連 通 孔 の 前 記 リ ブ 部 を 挟 ん だ 長 手 方 向 の 寸 法 は 、 前 記 単 位 セ ル
の 内 方 側 の 端 部 間 の 開 口 寸 法 が 、 前 記 単 位 セ ル の 外 方 側 の 端 部 間 の 開 口 寸 法 よ り も 大 き く
設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 電 解 質 の 両 側 に 一 対 の 電 極 を 設 け た 電 解 質 ・ 電 極 構 造 体 を 、 横 長 の 長 方 形 セ
パ レ ー タ に よ り 挟 持 す る 単 位 セ ル を 設 け 、 複 数 の 前 記 単 位 セ ル 平 方 向 に 積 層 さ れ る と
と も に 、 各 単 位 セ ル の に は 、 積 層 方 向 に 貫 通 し て 冷 却 媒 体 入 口 連 通
孔 及 び 冷 却 媒 体 出 口 連 通 孔 が 形 成 さ れ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク で あ る 。
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